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研究成果の概要： 

 

ミヤマタネツケバナで，緯度傾度に沿って環境からもたらされる自然選択圧がフィトクロム遺

伝子群に与える影響について調べた。phyA〜phyEまでの塩基配列を解析して、非中立進化を検

証した。そして phyEが緯度傾度に沿って自然選択を受けており，非同義的置換が PHYドメイン

に集中して蓄積していた。このことは，緯度によって異なる光環境に対して適応し，種内で種

内分化が起きていることを示唆している。 
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１．研究開始当初の背景 

植物は移動能力に劣るために発芽した場所
から逃れることが出来ない。そのために生育
地の環境圧に対して外部形態や生理的特性
を変化させながら多様化を遂げることが必
然となる。これが植物を多様性科学の対象と
して選択することの大きな特質の一つであ
る。植物の種あるいは種内に見られる分化は、
標高や緯度の傾度に伴ってよく見られる他
に，石灰岩や蛇紋岩を母岩とする特殊土壌と
普通土壌，あるいは渓流帯と林床の間で顕著

に見られる。そこで，身近な国内の場所の植
物種で、多様な生育環境を背景として種内分
化が認識されているものを実験系として選
定して，広範囲なゲノムワイドの探査研究
（AFLP による outlier loci の探索）や，核
の機能遺伝子の塩基配列に基づく直接比較
を行うことを想定するに至った。 

 

２．研究の目的 

「蛇紋岩／通常土壌」、「渓流帯／林床」そし
て「高緯度／低緯度」、「高標高／低標高」の
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ように生育環境が異なる実験系において、環
境からもたらされる自然選択圧が、どのよう
な遺伝子座に影響しているのかを検出する
ことを目的にして研究を行った。 
 

３．研究の方法 

AFLP を使ったゲノミックスキャンで中立進
化から外れる遺伝子座（outlier loci）を網
羅的に探索した。また，具体的な核遺伝子に
絞り込んで、フィトクロム遺伝子群 phyA〜
phyEまでの塩基配列を解析して、非中立進化
を検証した。さらに，モデル植物シロイヌナ
ズナに近縁なアブラナ科植物を研究対象に
することによって，データベース情報を利用
し，核遺伝子の塩基配列を解析することを進
め，非中立進化を検定した。 

 

４．研究成果 
蛇紋岩植物（ヤナギノギク）については，蛇
紋岩耐性が平行進化の結果として獲得され
たことが示唆され，論文にまとめた。渓流沿
い植物リュウキュウツワブキとツワブキの
間では、AFLP でこのような outlier loci を
発見できなかった。そこで両者が混生する集
団において、遺伝子流動をマイクロサテライ
トマーカーで調べたところ、両者間には頻繁
な遺伝子流動が生じていた。同一個体の種子
から形成される子株には様々な葉形態のも
のが形成されており、これが発芽、定着した
場所で流水などの自然選択圧によって淘汰
されているものと思われる。標高差に沿った
環境傾度の系（イブキハタザオとハクサンハ
タザオ）では，AFLPで検出した総アリルの約
４％が outlierで、分類とは関係なく標高の
環境傾度に沿って選択的に見出された。ミヤ
マハタザオでは，緯度傾度に沿ってフィトク
ロム遺伝子群の中の phyE に非同義的置換が
蓄積しており，positive selectionであるこ
とが判った。これらの変異は PHYE ドメイン
に集中しており，このフィトクロム分子の安
定性に関わっている可能性が見出された。こ
れらの知見は，緯度の違いに伴う光環境の違
いに適応して，種内でも機能遺伝子に分化を
起こしていることが示唆された。 
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